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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、Lyndon(1989)が提唱するold way/new way（新旧対照法）を、ス
ポーツ選手のスキルの修正に活用しようとするものである。まず、6段階のスポーツスキル修正プログラムを考
案した。複数の種目・選手に実施し、プログラムの有効性について検証を行った。その結果、スポーツスキルの
修正に新旧対照法を用いることは、スキル修正学習を促進させることが示唆された。また、スポーツスキルの分
析やパフォーマンス評価を行うために、パフォーマンス・プロファイリングテストを作成した。これは、フォー
ムや感覚、連携など評価しづらいスポーツパフォーマンスについて、数値化し評価する手法のことである。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this study was to use the old way / new way advocated by 
Lyndon (1989) to modify sports skills of athletes. A six-step sports skill correction program was 
invented that seems to be helpful in teaching sports scenes with reference to Lyndon's four-step old
 way / new way. We carried out the new method on multiple sports / athletes and verified the 
effectiveness of the program. As a result, it was suggested that using the old way / new way to 
correct the sports skill promotes the cognitive function of the athlete and skill correction 
learning.
　We created the performance profiling test to analyze sports skills and evaluate sports 
performance. This is a method of digitizing and visualizing sports performance that is hard to 
evaluate such as sport forms, self-sensations, cooperation of team. As features and possibilities of
 the test, various performance evaluation, consciousness of action, communication tool of athlete 
and coach, monitoring function, etc. were conceived.

研究分野：スポーツ心理学

キーワード： スポーツスキル修正　新旧対照法　心理的　パフォーマンス・プロファイリング

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
1-1 研究の背景 
従来、スポーツスキルの動作修正は、バイ
オメカニクスや運動生理学の分野で扱われ
る内容である。そこでは、動作解析や筋電図
などを活用し、より効率的な動きの追求がな
されている。しかしながら、指導現場でスキ
ル修正を行う場合、一般的には重要な大会前
には実施しない。それは、スキルを修正する
ことで、一時的に、あるいは、長期的にパフ
ォーマンスが低下することが多いためであ
る。これには、修正方法にも問題があると思
われる。なぜなら、スキル修正であるにもか
かわらず、新しいスキルの習得と同じ手法、
つまり、既に習得したスキルを無視して新し
いスキルを繰り返し実施することが行われ
ているからである。そこで我々は、これまで
習得したスキルを活用しながら新しいスキ
ルの習得を図ることが、より短時間で効率的
なスキル修正につながるのではないかと考
えた。 
文献調査により、Lyndon(1989)が提唱する

old way/new way（新旧対照法）がスポーツ
スキルの修正に有効ではないかと考えた。こ
の新旧対照法とは、悪い癖を修正するために
開発されたメタ認知学習法で、障がい児の教
育現場用に開発されたものである。また、先
の学習が新しい学習の妨害となる順向抑制
のメカニズムを説明する一つとして、弁別機
能の低下が挙げられる（藤田,1989）。これは、
古いスキルと新しいスキルとの区別が自分
の中でできなくなることが原因と考えるも
のである。これらの考えを応用し、古いスキ
ルと新しいスキルの弁別機能を高める過程
をプログラムに入れることで、スポーツスキ
ル修正の効率化を図ることが可能であると
考えた。 

 
1-2 本研究における斬新なアイディア・チ
ャレンジ性について 
１）4段階でわかりやすいプログラム： 練
習でのスキル修正から大会でのパフォ
ーマンス向上までを、4 段階（ステッ
プ）で分かりやすく区分している。そ
のことで、選手はやるべき課題が明確
になり、指導現場でも活用しやすい。
６つの段階とは以下の通りである。①
問題となるスキルの気づき、②正しい
スキルの気づき、④正しいスキルと誤
ったスキルの識別、⑤大会での望まし
い状態の確認、である。 
２）心理学的アプローチの導入(認知的機能
の活性化)： 従来のスポーツスキル修
正の考え方にはなかった心理学的要因
を活用している。スキル修正プログラ
ムの中に、動作中の感覚を確認し、時
には言語化する過程を作ることでメタ
認知機能を活性化させ、スキル修正の
促進・定着を図っている。この中で、
あえて間違ったスキルを遂行し、正し

いスキルと間違ったスキルの違いを認
識する過程を挿入していることも特徴
的な部分である。 
３）短期間での効果・直前での実施： 試
験的に実施した調査では、短期間の実
施にもかかわらず、自己記録を大きく
更新した者もあらわれた。また、Hanin 
et al.(2004)の水泳選手に対するスキ
ル修正では、大会３日前の実施にもか
かわらず効果を示している。このよう
に短期間での効果、および、大会直前
でも実施可能という特徴がある。 
４）競技現場での有用性・保持効果： ト
ップレベルのスポーツ選手のスキル修
正の問題として、練習場面では修正で
きたが、プレッシャーの掛かる大事な
場面では以前のスキルが出現するとい
う問題がある。これは、古いスキルは
無意識下で遂行できるように、繰り返
し過剰学習を行っているため、高いプ
レッシャー下では無意識で遂行できる
スキルが優位になるからと考えられる。
新旧対照法を用いたスキル修正は、新
しいスキルの保持効果が高い(古いス
キルが現れにくい)ことが示されてお
り(Hanin et al., 2004)、大事な大会で
のパフォーマンス向上が期待できる。 
５）個別性の原則： スキル修正やパフォ
ーマンス発揮の過程の中に、個別性や
IZOF（個人の特徴に応じた適切な状態
がある）の考え方を導入している。個
人の身体的特徴に応じたスキル、心理
的特性に応じた心理状態が存在すると
考えるので、心身両面の個人特性を考
慮した対応が可能である。 
６）他分野との協働・取りまとめ： ステ
ップの①・②・④や大会の振り返り⑥
では、ビデオ映像も活用することも多
い。また、修正過程の中に生理学的な
データの活用を取り入れることも可能
である。このように他分野の研究者と
協働することを可能にする要素を持ち、
スポーツ科学全体を取りまとめる役割
も期待できる。 

 
２．研究の目的 
トップレベルにあるスポーツ選手がスポ
ーツスキルを修正する場合、既に習得したス
キルがかえって障害となり、新しいスキルの
習得以上に時間がかかることが多い。そこで、
従来のスキル修正の考え方にはなかった心
理学的な要素を取り入れ、効率的、かつ、短
期間で有効なスポーツスキル修正の方法を
提案する。具体的には、以下の２つの課題を
実施する。 
１）スポーツスキルの修正過程に、認知的
機能を活性化させる過程を導入した
段階別修正プログラムを作成する。 

２）そのスポーツスキル修正プログラムの
有効性を検証する。 



 
３．研究の方法 
3-1 新旧対照法プログラムの作成 
Lyndon(1989)が提唱した新旧対照法(old 
way / new way)について、新旧対照法の実施
方法が詳しく記されている Hanin et 
al.(2004)の論文も参考にして、新旧対照法
の日本語版を作成した。新旧対照法のオリジ
ナルのプログラムは 4段階であったが、実際
に使用するに当たり、もう少し詳しく分類し
て実施した方が選手にとっても分かりやす
い・受け入れやすいと感じたため、6 段階か
ら構成される修正版新旧対照法のプログラ
ムを作成した。具体的なプログラム内容につ
いては、研究成果 4-1、および、4-2 を参照。 
 
3-2 評価尺度の作成 
スポーツスキルの評価や新旧対照法の効
果を測定することを目的として、パフォーマ
ンス・プロファイリングテストを作成した。
これは、客観的な評価が難しいスポーツスキ
ルやパフォーマンスについて、主観的な観点
から評価をするものである。Kelly(1955)が
提唱する個人的構成概念理論（パーソナルコ
ンストラクト理論：personal construct 
theory）を Butler(1989)がパフォーマンス・
プロファイリングテストとしてスポーツ心
理学の分野に適用したものである。この日本
語版の作成を行った。日本語版を作成するに
当たり、従来 3段階であった実施方法を 6段
階（始める前に、分析観点の分類・整理、要
因の抽出、評価、視覚化、分析・文字化）に
修正した。そうすることで、より容易にパフ
ォーマンス・プロファイリングテストを実施
することが可能となった。 
 
3-3 新旧対照法の有効性の検証 
6 段階から構成される修正版新旧対照法の
プログラムを、ウェイトリフティングの挙上
動作、陸上競技の跳躍動作、野球のスローイ
ング動作、フィギュアスケートのジャンプ
動作などを対象として実施し、そのプログ
ラムの有効性について検討を行った。 
 
４．研究成果 
4-1 old way/new way（新旧対照法）日本
語版の作成 
新旧対照法(old way / new way)は、
Lyndon(1989)が教育現場で発展させた動作
修正のための方法であり、オーストラリアや
フィンランドでは、トップアスリートを対象
に、有効な動作修正方法として活用されてい
る。しかしながら、日本ではこの手法は十分
に認知されていない。そのため Lyndon の新
旧対照法について説明・紹介を行った。 
新旧対照法の動作修正プログラムは、４段
階から構成されている。ステップ１は、「誤
った動きに対する身体的・心理的な気づきを
高める段階」である。まずはなぜ古い動作が
よくないのかを理解する必要があり、その動

作をすることによって、どのような影響があ
るのかを自分で理解する・気づかせることが
重要となる。ステップ２は、「正しい動きに
対する気づきを高める段階」である。今まで
の動作の代わりに、何をするのか、どのよう
にするのか、について考える。そして、正し
い動作ができたときの感覚を自分自身で知
覚し、記憶するただし正しい動作というのは
万人に共通するものではなく、その人の身体
的特徴などによって適切なスキルや動作は
異なってくる。ステップ３は、「新旧２つの
スキルを交互に繰り返し、両者を識別する段
階」である。古い誤った動作と新しく正しい
動作とを交互に遂行することで、間違った動
作と正しい動作の違いを自分の感覚の中で
見出す。ステップ４では、「新しいスキルを
実践する段階」である。プレッシャーのかか
る重要な大会において正しい動作を行い、最
大限のパフォーマンスを発揮することが目
的となる。 
 
4-2 old way/new way（新旧対照法）の改
正版（6段階）の作成 
Lyndon(1989)の新旧対照法(old way / new 
way)の 4 ステップを参考にしながら、6 段階
に分けた手法を作成した。6 段階は以下の通
りである。 
①「問題となる動作の分析」：修正前のフ
ォームを撮影し、問題となる動作を選手と指
導者が映像を確認しながら詳細に分析する。
②「正しい動作の認識」：問題解決のために、
どのようになると適切なのか、そのために何
をすれば良いのかについて検討する。③「動
作修正・正しい動作の感覚の把握」：身体感
覚の気づきを促すために、正しい動きに修正
する段階で感じたことや気がついたことを
用紙に記入する。④「正しい動作と誤った動
作の識別」：ある程度、正しい動きをマスタ
ーしたところで、正しい動きと誤った動きを
交互に行い、動きの違いを明確に感じるよう
にする。⑤「望ましい状態の確認」：大会で
陥りそうな失敗と望ましい状態を確認し、そ
の対処法について考える。⑥「試合の振り返
り」：試合後、動作の修正の程度、情動プロ
ファイリングを実施する。これには心理的サ
ポートも含んでいる。 
従来の 4段階とこの 6段階の方法とを対比
すると、ステップ１の部分が①に、ステップ
２が②と③に分かれ、ステップ３が④に、ス
テップ４が⑤に対応している。⑥については、
大会後の振り返りに該当し、その後の動作修
正や大会に向けた心身のコンディショニン
グに役立てようとするものになっている。 
 
4-3 評価尺度の作成： パフォーマン
ス・プロファイリングテストの作成 
Butler(1992)のパフォーマンス・プロファ
イリングテストの日本語版を作成した。従来
3 段階（考え方の紹介・説明、構成概念の抽
出、評価）であった実施方法を、日本語版で



は6段階に修正した。そのようにすることで、
より容易にパフォーマンス・プロファイリン
グテストを実施することが可能となった。新
しく作成した 6段階は以下の通りである。①
「始める前に」：このテストの目的や効果に
ついて説明する過程である。②「分析観点の
分類・整理」：次の行う要因の抽出を容易に
するための過程。必要に応じて実施する。③
「要因の抽出」：パフォーマンスに関連する
要因を選び出す。必要に応じて事前に項目を
準備する。④「評価」：抽出した項目につい
て、0-10 の 11 段階で評価する過程である。
⑤「視覚化」：評価（点）を参考に適切な図
を作成する過程である。自分のパフォーマン
スの特徴を視覚的に理解する。⑥「分析・文
字化」：作成した図を参照しながら自己の現
状について分析して言語や文字で表現する
過程である。 
 
4-4 パフォーマンス・プロファイリング
テストの活用の可能性 
パフォーマンス・プロファイリングテスト
は、単にスポーツパフォーマンスを評価する
だけではなく、活用の仕方によっては様々な
応用が可能である。多様なパフォーマンス評
価、動機づけ、行動の意識化、目標設定、選
手固有の尺度作成、選手と指導者のコミュニ
ケーションツール、モニタリング機能といっ
た効果が考えられる。たとえば動機づけに関
して、PP テストの要因は、選手自身が選び出
したものであり、この過程を通して作成した
パフォーマンス・プロファイリングテストは
選手固有の心理テストである。そのため、選
手はこのテストで得られた情報に基づく練
習やトレーニングに対して積極的に取り組
むようになる。また、一種の目標設定の作業
になっており、特に行動目標（過程目標）の
設定につながっている。自分自身で作成した
目標設定なので、目標に対するコミットメン
トも高くなる。 
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